
管種の異なる共用部分排水管の一斉
樹脂化を通じた長寿命化への試み

実施内容資料
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実施内容１－①工事概要 異なる管種の一斉変更

■管種の異なる共用部分の排水管及び通気管の樹脂管への一斉変更
（PS内・1階床下ピット内・共用廊下床下の全ルートの更新）

■通気管改修による屋上での更新工事
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実施内容１－➁ 排水管のオール樹脂化

• 新築マンションで提案の樹脂化を築40年時で提案する。

→既存マンションの長期周期化の配管での提案

• 専有部分からのアクセスが必要な地下ピットの内部や１階廊下下部の地中埋設部

の配管及び各専有部分のトイレ配管までの配管についても一斉更新を行う。

・築80年目の排水管更新工事を不要化。
・更新を一斉とすることで、無駄を削減。

約6,051万円（税抜）のライフサイクルコスト削減
と排水管の長寿命化を実現

管種の異なる排水管と通気管を、耐久性のある樹脂管への同時期の一斉
交換工事を実現（対処療法的に分割実施となりがちな工事の一斉化推進）
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実施内容２ メンテナンス上での細かな工夫

現在、各立て系統と横主管の接続部は、埋め込まれ
ているが、全接続部に小口径枡を設置する計画
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新設の国土交通省の補助事業 ⇒ 長寿命化のテーマで応募

実施内容３ 国土交通省のモデル事業へのチャレンジ

マンションストック長寿命化等モデル事業への応募
令和2年新設のモデル事業：モデル事業なので採用のハードルは高く、
マンションの長寿命化に資する先導的な事業テーマであることが求められる。
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実施内容４ー① メンテナンスのしおりによる告知活動

• 各専有部分の排水枝管は塩ビ管で当面更新不要との見通しから対象外とし
ているが、区分所有者にメンテナンスのしおりを配布し注意喚起を行う。

管理組合：有効な冊子につき啓蒙活動
将来につなぐ冊子として発行

残された専有部分配管（給湯管と塩ビ配管）へのフォローアップ
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実施内容４ー➁ メンテナンスのしおりによる告知活動

• 各専有部分の点検口は有効であり、その保存の有効性を告知する。

管理組合：有効な冊子につき啓蒙活動へ
将来につなぐ冊子として発行

点検口の有効性を説明し、点検口を保存する注意喚起

7



実施内容５ 工事時期の適正化

【大規模修繕工事との調整】
•通気管の更新に伴い、屋上ハト小屋やエレベータ―機械室
壁面の部分解体及び復旧工事が必要。防水部分の補修発生

•大規模修繕工事と排水管更新時期の入れ替えとなった。

管理会社として、長いスパンでの適正提案を判断し
工事のあるべき時期を検討して調整した。
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